
大月小学校だより 令和７年１月２１日（火）NO.２１ 

目指す子ども像：『 自分が好き・友達が好き・大月が好き 』 

【令和 6年度大月町駅伝大会～たすきをつなぐ絆～】 

駅伝大会たけなわの 1月１９日（日）に第 2７回大月町駅伝競走大会が開催されました。当日は小雨の

降る寒い日になりましたが、沿道からは多くの声援を受けながら、たすきをつなぎ健脚ぶりを見せまし

た。本校からは、何と４８名の大月っ子と５名の教職員が参加し、大会を大いに盛り上げました。箱根駅

伝を思わせる太鼓での熱い応援やご声援をありがとうございました。大会記録をお知らせします。 

大変よくがんばりました！ 

 

 

  



児童の日記より（読みやすくするために漢字に変換しています。） 

  

兄ちゃんと駅伝に出ました。ぼくは、「さいごまであきらめないチーム」の 3区でした。ぼくのチームは 3位にな

りました。うれしかったです。7人ぬいて 3位になりました。来年も駅伝に出て、チームでも優勝したいし、区間賞

もとりたいです。                             （２年 中野 煌冴） 

 

 今日、駅伝をしました。走る前ドキドキしました。走ってみて、坂がきつかったけどがんばって走りぬきました。

みんなの応援でがんばって走れました。朝は曇りだったけど、雨が降ってびしょびしょになりました。がんばって走

ったけど４位でくやしかったです。パパとママには、「がんばって、えらかったね。」と言われてうれしかったです。

ぼくもがんばったけど、みんなもがんばりました。先生たちもがんばりました。今日はつかれたから早く寝ます。豚

汁がめっちゃおいしくて、３ばいおかわりしました。             （２年 坂本 勝哉） 

 

 今日、駅伝大会に出ました。わたしは、２区で走る前は、寒くて力が入りませんでした。タスキをもらった後は、

タスキが長くてズボンの下から出てきてあせって、でもタスキを上手に入れられて安心しました。わたしは、何人ぬ

いたかというと、まず横断歩道くらいで１人ぬいて、次に坂を下りる時に３人ぬいて、坂を上がる時に１人ぬきまし

た。合計５人をぬきました。５人をぬいたのは初めてだったから、とてもうれしかったです。そして、お母さんが

「５人もぬいてすごいね。」と言ってくれたので、とてもうれしかたです。今度の駅伝大会は、千くんと星璃愛ちゃ

んをぬきたいです。駅伝を走って、とっても満足でした。楽しかったです。   （２年 奥田 ひまり）                           

 

 日曜日に駅伝がありました。私は、６時半に起きてずっと緊張していて、学校に行ったらみんなが「がんばろう！」と言ってい

ました。私のチーム名は「最後まであきらめない」です。この名前にした理由は、あきらめないという心を持つだけでがんばるこ

とができると思ったからです。いよいよ始まって、最初は愛生君でした。速かったです。次は、瑛心君です。抜かれたけど、一生

懸命がんばっていました。次は煌冴君でした。速かったです。次にタスキが私にまわってきました。始めてなので、つらかったけ

どがんばって走りました。最後に壱将君に抜かれて、くやしかったです。豚汁もおいしかったです。来年も出たいです。 

（４年 岡山 育加） 

              

今日、駅伝大会がありました。ぼくは、前日からドキドキしていました。それで、ぼくは朝飛び起きて体操服に着替えてご飯を

食べ、学校に行きました。そして、バス停に集まりました。今回の駅伝は、いつもと違って 2㎞で、６年生が 2人いたので勝てる

かな、区間賞がとれるか心配していました。そして、1区がスタートの位置に並んで今か今かと、ピストルが鳴るのを待っている

と、いきなり「パンッ」と鳴ってびっくりしました。でもすぐに「がんばれ～」と 1区の人が見えなくなるまで応援しました。ぼ

くは、ほっとする暇もなく、ドキドキしながら応援を続けました。タスキを渡す時は素晴らしかったです。ぼくも 5区の人からタ

スキをもらって全力で走りました。そして、気付けば、もう 1㎞地点まで来ていました。もうちょっとと思い、足の回転を速くし

ました。そしたら前の人が見えて抜こうと思いました。でも、抜けなかったので悔しかったです。ぼくは、この大会で悔しいとこ

ろはあったけど、区間賞はとれてよかったので、また出たいです。            （５年 菊地 亮太）                                

 

私は「走るの大好きっ子」というチームで駅伝に出ました。元々は、そのチームには、私ではなく康祐さんが出る予定でした。

でも、康祐さんが足をケガしてしまって走れなくなってしまいました。その時に他の人が代わりに入ってくれないと、そのチーム

が出られなくなると聞いて、走るのは苦手だけど参加することにしました。ほぼほぼ、ぶっつけ本番だったけど、駅伝の前日にバ

レーチームが練習すると聞いて一緒に練習をしました。そして当日、駅伝が始まって、あっという間に 4区が走る番になりまし

た。知り合いや家族が応援してくれて全力で走ることができました。前日に走った時より 7秒も速くなっていました。駅伝が終わ

り、人のために何かをしてあげることの大切さや協力、声掛けの大切さがより知れました。とても楽しかったです。  

（６年 久米 ふう菜）                  


